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5. 事業の成果と今I 本プロジェクトの価値は、民間や行政に先駆けて、大谷の新たな利活用方
後の課題 策を考え、それを口だけはなく行動で示したことにある。大谷は陥没事故以

降、負のイメ ージが付きまとい、大谷石の景観が観光資源になると考えてい
る人はそう多くはない。地元の方々にはありふれた日常の場所、風景かもし
れないが、発表者らからする多くの魅力と可能性を秘めた資源である。そう
した可能性に惹かれ、実際に本事業で連携した民間事業者が大谷にレストラ
ンを開業する計画が進んでいて、その成果が表れている。このほかにも、発
表者らの活動がヒントとなり、大谷の観光開発、活性化が広がることを期待
している。

第二の成果は、大谷の景観維持と利活用を通して、地元自治会や行政、ま
ちづくり団体、クリエイタ ー、民間事業者が協働したことで、より魅力的な
事業を行うことができたことである。大谷に限ったことではないが、違った
分野や立場、経験 ・ 知識を持った主体がコラボレーションすることによって
、何倍もの力が発揮されることが本事業を通して証明できtea 大谷を今後よ
り発展させていくためには、大谷内外の主体が同じベクトルを向いて連携し
、新たなアイディア、価値を創造していくことで、当地域の持続的な発展が
加速していくと考えている。

第三には、本事業の成果を11月30日に開催された「学生＆企業研究発表会
」において報告し、金賞を獲得できたことである。これにより本事業を広く
周知することができtea

今後の課題としては、今年度事業を計画していたポケットパークの建設に
加え、大谷地区の国際化に向けた「アジアンフー ドフェスin大谷」や大谷石
採掘場跡地の天井（大谷石の岩盤）に映画を投影し、鑑賞する「映画観賞会
」の 開催など、多くの事業を今年度の教訓を踏まえ実施することである。ま
た、3年生にかわり新2年生に当事業を引き継ぐことになるが、3年生が当事
業にかけてきた思いや人的ネットワー クなどをうまく引き継げるかが課題
である゜








